
改めまして、株式会社ノバレーゼ代表取締役社⾧の荻野と申します。
よろしくお願いいたします。

本日は、弊社決算説明会にご参加を賜り、誠にありがとうございます。アジェンダに沿ってご説明さ
せていただきたいと思いますので、まずは２ページからよろしくお願いいたします。
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まず最初に、先ほど15時に、弊社第３四半期の決算に加えまして、通期業績予想の修正を開示いたし
ました。

上場後、間もないタイミングで下方修正を行ったことにつきまして、株主のみなさま、そして投資家
のみなさま、また、市場関係者のみなさまに多大なるご迷惑とご心配をおかけいたしました。また、
信頼を裏切るような形で期待に添えなかったということを、まずはお詫び申し上げたいと思います。

まずは、業績予想の修正についてご説明した後に、第３四半期決算概要、また今期取り組みについて
ご説明をさせていただきますので、よろしくお願いいたします。

それでは、４ページからお願いいたします。
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2023年12月期の連結業績予想につきまして、本年５月に新型コロナウイルス感染症の感染症法の位
置付けが５類に変更されたことにより、新型コロナウイルス感染症の影響はほぼ収束すると想定して
おりましたが、７月以降第９波と呼ばれる感染再拡大の報道や罹患者の増加等により、各KPIに影響
が生じた結果、売上収益が減少する見込みとなりました。

また、各段階利益につきましては、売上収益の減少により売上収益に占める固定費の割合が高くなっ
たことから、大きく減少する見込みであります。よって、業績予想を下方修正することといたしまし
た。

これらの結果、売上収益は前回予想比マイナス10.3％の180億3,500万円、
売上総利益は前回予想比マイナス14.7％の100億900万円、
営業利益は前回予想比マイナス51％の15億900万円、
税引前利益は前回予想比マイナス56.7％の12億200万円、
親会社の所有者に帰属する当期利益は前回予想比マイナス54.0%の8億5,500万円、
EBITDAは前回予想比マイナス27.5％の38億4,700万円となります。
婚礼プロデュース部門における施行組数は前回予想を264組下回る4,622組となる見込みです。

続いて業績予想のうち、売上収益の前提となる主要KPIについてご説明いたします。
５ページをご覧くださいませ。
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業績予想修正の前提となる４つの主要KPIについてご説明いたします。

１つ目は、施行組数です。
施行組数は、前回予想よりマイナス264組の4,622組となる見込みです。前回予想以降10月31日まで
に、新型コロナウイルス感染症の罹患等、当事者の環境の変化に起因するキャンセルが67組、来期以
降への日程変更が67組発生いたしました。また、新店の沖縄店舗についても、８月初旬の台風で一部
被害が発生し、完全復旧まで２カ月程度かかったことから開業後の販促活動が遅れ、予算を40組下
回った状況です。第３四半期会計期間において新規来館数は堅調に推移はしましたが、一部既存店の
競争激化により受注率が低下したため、年内施行の受注の積み上がりが不足したことも原因となって
おります。

２つ目は、平均ゲスト数です。
平均ゲスト数は、前回予想よりマイナス2.5人の51.4人となる見込みです。これは、新型コロナウイ
ルス感染症の影響が継続し、招待するゲスト数を絞った少人数婚礼の施行割合が想定を上回ったこと
によるものです。

３つ目は、平均組単価です。
平均組単価は、前回予想よりマイナス11万9,000円の315万4,000円となる見込みです。これは、平均
ゲスト数の減少の影響および、少人数婚礼の施行の増加による衣裳の平均着数の減少によるもので
す。

４つ目は、ブライダル事業の一般飲食です。
一般飲食は、前回予想よりマイナス４億4,800万円の９億4,500万円となる見込みです。これは、法人
の大規模宴会については引き続き開催を見送るケースが多く、受注が苦戦したことによるものです。

続いて、営業利益の修正要因についてご説明いたします。
６ページをご覧くださいませ。
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営業利益における修正要因について図解しております。

施行組数が予想を264組下回ったことによる影響額が５億4,000万円、平均ゲスト数が2.5人減少したこ
とに伴い平均組単価が11万9,000円下回ったことによる影響額が３億8,600万円、一般飲食の売上収益
が４億4,800万円下回ったことによる影響額が３億2,000万円、ノバレーゼ本体の施行組数が予想を下
回ったことによる子会社等に対する影響額が１億7,400万円となりました。

次に、人件費や食材および光熱費の高騰、衣裳仕入れ時の為替などの原価高による影響が３億3,100万
円となりました。

人件費については、今期4,886組の施行計画に対応するため人員を補充いたしましたが、施行組数が
264組少なかったことにより人件費高になりました。来期は施行が積み上がるため人件費は一定程度
吸収できると考えております。食材高騰については、2022年12月の受注分より価格調整を実施してお
り、今期における価格調整後の施行割合は37.2％ですが、来期はほぼ100％が価格調整後の施行となり
ます。

以上のことより、広告宣伝費や消耗品等のコスト削減に努めたものの、営業利益は前回予想を51％下
回る15億900万円となる見込みです。

続いて、来期2024年12月期における業績アップに向けた取り組みおよび足元の状況をご説明いたしま
す。

７ページをご覧くださいませ。
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来期業績アップに向けた取り組みと足元の状況について、６点、ご説明いたします。

１つ目は、施行組数の状況です。
2022年、2023年開業の店舗が好調に推移し、来期も２店舗の開業を予定しております。また、IBJ社
からの送客が本格稼働し、今期９月は45組のお客様をご送客いただきました。10月もさらに増えて
おり、来期は月次送客約100組を目指しております。コロナ禍の影響によるキャンセルおよび延期に
ついても確実に減少していることから施行組数増加を見込んでおります。

２つ目は、平均ゲスト数です。
2023年に新規受注した婚礼の平均ゲスト数は上期から下期にかけて着実に増加していることから、
2024年施行については今期に比べ増加することを見込んでおります。

下段左側のグラフは、コロナ禍の影響により参加人数を縮小したカップルの割合を示した、リクルー
ト社発表のデータです。ご覧の通り、コロナの影響は着実に減少しております。

また、右側のグラフは、当社の年間施行組数における少人数婚礼の割合を示しております。参列者39
人以下の少人数婚礼の割合は、2021年の49.7％から、2024年受注済の施行においては、20.7％まで
減少しております。
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３つ目は、平均組単価です。
今期実施した原価高騰分の価格調整は、来期には通年で寄与します。また、結婚式総合保険や親族衣
裳、衣裳小物の販促を強化するなど、単価アップに努めてまいります。

４つ目は、一般飲食です。
ビアガーデンや夏季限定営業、ランチ営業を行う店舗を拡大いたします。レストラン店舗に関しまし
ては、平日のランチ営業を拡大、今期５店舗から来期10店舗を予定しております。また、夏限定のビ
アガーデンにつきましては、今期10店舗から来期17店舗を予定しております。また、法人宴会の専
任スタッフを増員し、MICEを含めた法人宴会の需要獲得に努めてまいります。

続いて外販です。
今期、衣裳の提携会場や広告代理店業の新規契約社数が増えており、売上収益の拡大を見込んでおり
ます。また、親族衣裳や結婚式総合保険等、新しい商材の外販にも注力してまいります。

最後にコストです。
新卒採用、中途採用の再開により、新規開業分を含めた必要人員は、前回もお話した通り充足してお
ります。また、原価高騰については先ほどもご説明したとおり、価格調整により原価率は高騰前の水
準に戻る見込みです。

人件費に関しましては、来期の施行、レストラン営業の再開、ビアガーデンの再開等によって、しっ
かりとコストに関しては吸収できる見込みです。

以上、来期業績アップに向けた取り組みおよび足元の状況についてご説明いたしました。
９ページをご覧ください。
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続いて、株主還元です。

10月13日、株主優待制度新設について適時開示いたしました。詳細はご覧の通りです。
引出物で使用しているWeb型カタログギフトや、ブロスダイニングでのお食事割引券等を予定してお
ります。株主優待を通じて、当社事業に対するご理解を深めていただき、中⾧期的に当社株式を保有
していただきたいと考えております。

次に、配当についてですが、当社は株主に対する利益還元を経営上の重要課題と位置付けております。
しかしながら現時点において配当を行うための剰余金が不足しております。今後、事業活動を着実に
推進して、早期に配当を実施できるよう努めてまいりたいと考えております。

以上、続いて第３四半期の状況についてご説明いたします。
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まず、第３四半期のサマリーです。

売上収益は、前年同期比プラス8.6％の121億5,800万円、
営業利益は、前年同期比マイナス91.3％の１億400万円、
親会社の所有者に帰属する四半期損失は9,100万円となりました。
施行組数は、前年同期比プラス0.7％の3,083組、
平均ゲスト数は、前年同期比プラス11％の50.7人、
平均組単価は、前年同期比プラス3.5％の314万8,000円となりました。

平均ゲスト数および平均組単価は第２四半期に続き、順調に回復している一方で、
売上収益の伸⾧が増加した費用を吸収できず、前年同期比で大幅減益となっております。

詳細は次のページ以降でご説明いたします。

12ページをご覧くださいませ。
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第３四半期累計期間の連結損益計算書はご覧の通りです。

営業利益の状況につきましては、次のページで詳しくご説明いたします。
EBITDAは前年同期比マイナス33％の18億4,100万円となりました。

13ページです。
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営業利益の前年同期比増減要因について図解をしております。

まず、昨年受給したコロナ関連補助金の影響額が５億5,500万円ありました。

次に、施行組数の増加によりプラス6,300万円、
平均ゲスト数の増加によりプラス２億2,300万円、
一般飲食の増加分が１億5,400万円となりました。
一方コスト面では、食材高騰が7,100万円、
地代家賃や減価償却費等、店舗数増加に伴う固定費の増加が２億9,000万円、
今期開業の宮崎および沖縄の婚礼施設の開業費用が9,600万円、
水道光熱費高騰の影響額が8,300万円、上場費用が3,200万円、
一部店舗の固定資産に係る減損損失が1,600万円発生いたしました。

さらに、来期以降の持続的成⾧に向けた先行投資となる人件費が３億4,700万円発生いたしました。新卒
採用を前年の３人から63人に大幅に増員するなど、昨年対比で10％ほど社員数が増加しております。こ
れらは過去最高水準の結婚式の数をお手伝いする上で必要不可欠であると考えております。サービス業の
人手不足が叫ばれる中で優秀な人材を確保し、今後の成⾧につなげるための期間であったと捉えておりま
す。さらに、既存店の稼働維持のための改装および修繕、広告を4,200万円実施しております。

一方、コスト高については、料飲メーカー等との資本業務提携による一括購買等を推進することや、原価
高騰分の販売価格を調整すること、また、引き続き業務改善に努め、コスト上昇に対応していきたいと考
えております。

14ページをご覧ください。
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四半期業績の推移です。

左側のグラフは、会計期間の売上収益と施行組数を、
右側のグラフは、会計期間の営業損益と営業損益率を示しています。

結婚式は気候が穏やかで祝日の多い、春と秋が人気となっております。
そのため当社では４月～６月の第２四半期、10月～12月の第４四半期の比重が高くなる傾向がありま
す。中でも新規開業施設が本格稼働する第４四半期に、売上と利益が大きく伸びる構造となっており
ます。今期もその傾向が見られます。

昨年のコロナ関連補助金の受給額を四半期ごとに記載しておりますが、受給は上期に集中しておりま
した。

15ページをご覧ください。
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2019年以降の売上収益の推移はご覧の通りです。

次のページをお願いいたします。
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セグメント別の状況です。

売上収益の比率は、ブライダル事業が95％、レストラン特化型事業が5%となっております。

ブライダル事業の売上収益は、前期開業の和歌山「葵庭園」が通期で稼働し、既存店も前年同期を上
回ったため、前年同期比プラス7.0％の115億2,000万円の増収となりました。セグメント利益が減少
したことについては、先ほどご説明したとおりとなっております。

レストラン特化型事業の売上収益についても、前期開業「SHARI赤坂」が通期で稼働し、また新型コ
ロナウイルスの５類移行、および、夏休み期間中の来店客数も増加したことから、前年同期比プラス
47.6％の６億3,700万円で増収となりました。

セグメント利益は、コロナ関連補助金がなくなったものの、黒字で着地いたしました。外国人観光客
が増加していることから、さらなる増収増益を目指してまいります。

17ページをご覧ください。
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ブライダル事業の部門別の売上収益です。

婚礼プロデュース部門の平均ゲスト数・平均組単価の回復に伴い、婚礼プロデュース部門およびレス
トラン部門において増収となりました。

一方、婚礼衣裳部門は、取り扱い組数が減少したため微減となりました。なお、婚礼衣裳部門の自社
施行とは、当社婚礼施設で行う挙式・披露宴用衣裳のレンタル・販売であります。他社施行とは他社
が運営する婚礼施設および提携会場様で行う挙式・披露宴用の衣裳のレンタル・販売のことです。

レストラン部門の一般飲食については、ビアガーデンやディナーイベントの開催等により増収となり
ました。

18ページをご覧ください。

17



婚礼プロデュース部門の状況です。

売上収益は前年同期比プラス6.2％の55億9,300万円となりました。

受注組数は、一部既存店舗において競争激化の影響を受けているものの、前期および今期開業店舗が
堅調に推移していることから、前年同期比プラス1.1％の3,358組となっております。

今後においては、IBJ社からの送客が第4四半期以降に本格稼働することや、SNS広告を強化すること
により、集客増に努めていきたいと考えております。また、受注率のさらなる向上施策として、新規
接客時の販促ツールの拡充や、教育研修を強化してまいります。

続いて、受注残組数については、前年同期は新型コロナウイルスの感染拡大に伴い延期された施行が、
前第４四半期会計期間および当第２四半期累計期間に多くあったことから、前年同期比マイナス
7.5％の3,434組となりましたが、今期第２四半期の期末時点より3.7ポイント改善いたしました。

19ページをご覧くださいませ。
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2019年12月期以降の受注および施行の状況です。

折れ線グラフは、受注について、コロナ禍前2019年の同四半期と比較した実績です。受注と施行、
ともにコロナ禍前の水準以上まで回復しております。

20ページをご覧くださいませ。
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こちらが、平均ゲスト数の推移となっております。

折れ線グラフは、前年同期比を示しております。先ほどもご説明いたしましたとおり、足元は着実に
回復しております。コロナ禍を経て、人と会う価値を再認識するカップルも増えていること、また当
社施設の多くが１バンケットの完全貸切型であるため、安心してゲストをお呼びいただけることか
ら、今後も着実にゲスト数が増えてくると見込んでおります。

来期についても、先ほどご説明した通りですが、平均ゲスト数の増加は利益に大きく寄与することか
ら、ゲスト数の回復に向けてさまざまな施策に取り組んでまいります。

21ページをご覧くださいませ。
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こちら、婚礼衣裳部門の状況です。

売上収益は前年同期比マイナス2.4％の23億6,000万円です。

取扱組数は、主に他社施行が減少したことにより、前年同期比マイナス1.8％の3,474組となりまし
た。これは一部会場からの送客数が減少したためですが、先ほどもご説明いたしましたが、ドレスの
外販営業を強化しており、新規契約数も増加していることから、今後は自社だけではなく、他社施行
の取り組みも伸びてくると見込んでおります。

受注組数は前年同期比プラス1.6％の3,783組です。

受注残組数は前年同期比マイナス8.2％の2,986組となりました。これは、婚礼プロデュース部門同
様、新型コロナウイルスの影響により延期された施行が、前第４四半期会計期間および当第２四半期
累計期間に多くあったためとなっております。

続いて、22ページをご覧ください。
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貸借対照表およびキャッシュ・フロー計算書です。こちらはご覧の通りです。

2023年３月にリファイナンスを行ったことにより、流動負債の借入金がマイナス91億2,000万円、非
流動負債がプラス92億9,700万円となり、振り替わっております。

23ページをお願いいたします。
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改めまして、冒頭でもご説明いたしましたが、2023年12月期、修正後の通期計画です。

以上、決算の概要についてご説明いたしました。
続いて、2023年12月期の主な取り組みについてご説明いたします。

25ページをご覧ください。
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今期出店実績と来期出店計画です。

2024年12月期については、７月に仙台、秋には福島への出店を予定しております。

仙台はドレスショップ「ノバレーゼ仙台」も出店いたします。福島は既存店「エクリュスポーゼ郡山
店」へ送客いたしますので、ドレスショップのさらなる稼働率向上も見込んでおります。

続いて、26ページです。
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こちらが、新規出店実績です。

今年４月、宮崎で開業した「アマンダンブルー青島」です。
こちらも順調に受注が推移しております。

26



次のページが、７月、沖縄県南部に開業した
「サザンチャペル キラナリゾート沖縄」です。

こちらも足元の受注は堅調に推移している状況です。

続いて、28ページをお願いいたします。
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来期に開業予定の、仙台市に出店する「青龍荘」です。

仙台藩祖伊達政宗公の霊廟（れいびょう）である「瑞鳳殿（ずいほうでん）」に隣接する高台で、瑞
鳳殿周辺の杉並木や仙台平野の西に広がる青葉山、市中心部を流れる広瀬川の豊かな眺望が広がる好
立地でございます。

今月22日に販売を開始いたしますが、仙台のマーケットにおいては、和の要素を取り入れた会場が少
ないことから、他社との差別化を明確に打ち出し、受注活動に努めていきたいと考えております。

29ページをご覧ください。
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今年５月、IBJ社と業務資本提携を結びました。

婚礼施設への送客が始まった７月以降の受注実績はスライド下段の通りです。来期は月次100組の送
客を目指しております。

またレストランについても、月間６万件を超えるお見合いの受け入れ先として、また、IBJ社の株主
優待利用対象店舗として、レストラン会場をご提供したりと連携強化に努めてまいります。

30ページをご覧ください。
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こちら、当社の成⾧戦略のひとつに挙げております外販に関する取り組みについて、２点、ご説明い
たします。

両親・親族向け衣裳レンタル事業を、参列者向けパーティドレスのレンタル事業を行う子会社「アン
ドユー」へ譲渡いたしました。新郎新婦向け衣裳だけではなくフォーマルウェア全般における衣裳外
販事業を強化し、人員・業務フローの効率化も図っていきたいと考えております。

31ページをご覧ください。

30



今年10月、結婚式総合保険の販売を開始いたしました。

結婚式総合保険は、新郎新婦やその両親らが、けがや病気による入院などで結婚式をキャンセル・延
期した際に最大850万円を補償いたします。コロナ禍や、台風、また大雨をはじめとする昨今の異常
気象などの影響を受け、認知度および加入率が高まっております。販売は、引出物や打ち合わせ用シ
ステムをホテルや結婚式場へ販売している当社子会社タイムレスが担当し、新たな収益源を確保した
いと考えております。

32ページをご覧ください。
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サステナビリティ推進の取り組みをご紹介いたします。
７月、CSRの一環として福島県相馬市にある小学校に野外遊具を寄贈・設置いたしました。

以上、今期取り組みについてご説明いたしました。

改めまして、結びになりますが、今回の課題につきましては、明確に出ているところも多々ございま
す。しっかりその明確な課題に対して施策を講じ、信頼回復に努めてまいります。しっかりと来期、
売上収益のアップに貢献できるようにしていきたいと考えておりますので、引き続きよろしくお願い
いたします。

ご清聴いただきまして、誠にありがとうございました。
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